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任
新　

久
米
島
の
皆
さ
ん
、初
め
ま
し
て
。

2
0
1
7
年
４
月
か
ら
公
立
久
米
島
病

院
へ
赴
任
し
ま
し
た
糖
尿
病
・
代
謝
内
分

泌
科
の
山
城
清
人
と
申
し
ま
す
。３
月
ま

で
琉
球
大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
２
内

科
で
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。沖
縄

本
島
南
城
市
か
ら
妻
と
子
供
４
人
で
移

住
し
生
活
を
始
め
た
ば
か
り
で
す
が
、と

て
も
住
み
や
す
く
て
良
い
島
だ
な
ぁ
と
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
私
が
久
米
島
に
来
た
理
由
は
２

つ
あ
り
ま
す
。１
つ
は
診
療
や
健
康
相
談

な
ど
を
通
し
て
肥
満
や
糖
尿
病
、高
血

圧
、脂
質
異
常
症
で
現
在
治
療
中
の
方
の

健
康
寿
命
を
の
ば
す
こ
と
で
す
。２
つ
目

は
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防・早
期
発
見

を
す
る
こ
と
で
す
。す
で
に
島
民
の
皆
さ

ん
、役
場
福
祉
課
の
協
力
を
得
て
行
っ
て

い
る「
久
米
島
子
ど
も
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
対
象
小
学
校
５
年
生
〜
高
校
３
年

生
）の
結
果
か
ら
、２
割
の
人
に
肥
満
、高

血
圧
、脂
質
異
常
症
が
あ
り
、そ
の
中
で
２

次
検
診
ま
で
受
診
し
た
５
割
弱
の
方
が
糖

尿
病
予
備
軍（
そ
の
う
ち
糖
尿
病
を
発
症

す
る
人
）で
し
た
。子
ど
も
が
生
活
習
慣
病

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、一
緒
に
生
活
を
共

に
し
て
い
る
ご
両
親
・ご
家
族
の
生
活
習

慣
が
原
因
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高

く
な
り
ま
す
。島
の
未
来
・
沖
縄
の
未
来
・

日
本
の
未
来
を
担
う
世
代
の
皆
さ
ん
が

心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
・
脳
出
血
で
倒
れ
て

し
ま
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。未
病（
ま
だ
病

で
は
な
い
状
態
）の
段
階
か
ら
積
極
的
に

食
事
や
運
動
、睡
眠
の
質
を
改
善
さ
せ
、

肥
満
、高
血
圧
、糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す

る
生
活
習
慣
病
へ
発
展
し
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
、す
で
に
生
活
習
慣
病
が
あ
る
方

は
悪
化
し
て
心
臓
、脳
、腎
臓
を
悪
く
し
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
に
な

り
ま
す
。生
活
習
慣
病
に
対
す
る
早
期
に

効
率
よ
く
介
入
す
る
研
究
が
全
世
界
的

に
行
わ
れ
て
い
る
く
ら
い
で
す
。

2
0
1
7
年
５
月
か
ら
住
民
健
診
が
予

定
さ
れ
、さ
ら
に
今
年
か
ら
新
し
い
健
康

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。何
も

症
状
も
な
く
元
気
に
働
い
て
い
る
人
こ

そ
、受
診
の
必
要
性
が
増
し
ま
す
。今
ま
で

受
診
し
た
こ
と
の
な
い
方
、以
前
か
ら
受

診
さ
れ
て
い
る
方
、ぜ
ひ
健
診
を
受
け
て

く
だ
さ
い
ね
。

　
平
成
24
年
に
結
成
さ
れ
た「
久
米
島
子
ど

も
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
今
年
で
６
年
目

を
迎
え
ま
す
。長
寿
か
ら
転
落
し
た
沖
縄

で
、役
場
・
学
校
・
医
療
・
地
域
で
協
力
し
て

子
ど
も
の
健
康
改
善
に
取
り
組
む
た
め
に

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
５
年
間
の
肥
満
出
現
率
の
推
移
を

見
る
と
、小
学
生
は
や
や
減
少
傾
向（
Ｈ
24

年：12・８
％
⬇
平
成
27
年：10・６
％
）に
あ

る
も
の
の
、中
学
生
は
年
々
増
加
傾
向（
Ｈ

24
年：12・３
％
⬇
平
成
27
年：17・０
％
）で

す
。小
学
生
は
家
庭
の
協
力
が
大
き
く
、親

子
で
肥
満
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
で
改
善

し
や
す
い
反
面
、中
学
生
に
な
る
と
ス
マ
ホ

利
用
や
買
い
食
い
な
ど
子
ど
も
の
意
志
で
出

来
る
こ
と
が
増
え
、生
活
習
慣
が
乱
れ
や
す

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
健
診（
対
象
：
小
学
５
年
〜
高
校

３
年
生
）で
は
、血
圧
・
脂
質
・
尿
酸
の
値
に

異
常
を
認
め
る
児
が
全
体
の
２
〜
３
割
、

糖
尿
病
予
備
群
の
児
が
２
割
程
度
も
み
ら

れ
て
い
ま
す
。特
に
肥
満
が
あ
る
児
は
な
い

児
に
比
べ
て
高
血
圧
や
糖
尿
病
予
備
群
の

異
常
を
２
〜
３
倍
も
合
併
し
や
す
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
お
り
、小
児
肥
満
が
成
人
の
生

活
習
慣
病
・
動
脈
硬
化
性
疾
患
に
影
響
す

る
と
い
う
報
告
に
反
し
な
い
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
久
米
島
町
で
は「
小
学
校
１
年
生
か

ら
肥
満
の
児
が
多
い（
全
国
の
２
倍
）」、「
中

高
生
女
子
の
肥
満
の
割
合
が
高
い
」と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。小
学
校
１
年
生
の
時
点

で
肥
満
が
多
い
こ
と
か
ら
は
、乳
幼
児
期
の

高
カ
ロ
リ
ー
な
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
の
取
り

過
ぎ
、偏
食
に
よ
る
野
菜
摂
取
不
足
な
ど
食

習
慣
の
偏
り
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
中
高
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
女
子
は

男
子
よ
り
も
就
寝
時
間
が
遅
く
、ス
マ
ホ
・

ゲ
ー
ム
の
視
聴
が
長
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。ま
た「
夜
更
か
し
」と「
朝
食
欠
食
」が

肥
満
や
生
活
習
慣
病
に
最
も
大
き
く
影
響

す
る
と
い
う
結
果
も
で
て
お
り
、中
学
生
以

降
も「
早
寝
＆
朝
食
」は
と
て
も
大
切
な
課

題
で
す
。中
学
生
に
な
っ
た
ら
な
ん
で
も
自

己
責
任
、と
完
全
に
手
を
離
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
く
、「
朝
ご
飯
は
作
る
け
ど
、食
べ
て

歩
い
て
学
校
に
行
く
の
は
自
分
の
責
任
。間

に
合
わ
な
く
て
も
車
で
は
送
ら
な
い
」、な
ど

「
こ
こ
ま
で
は
親
が
協
力
、こ
こ
か
ら
は
自
己

責
任
」と
線
引
き
を
す
る
こ
と
が
大
切
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
達
の
毎
日
の
食
事
や
生
活
習
慣

が
将
来
の
健
康
な
身
体
を
作
り
ま
す
。今
年

は「
早
寝
早
起
き
朝
ご
飯
」＋「
徒
歩
登
校
・

野
菜
＆
魚
摂
取
」を
ぜ
ひ
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
４
月

公
立
久
米
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病
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小
児
科
　
渡
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師
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介

や
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ぱ
り

『
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
』

福祉課

　平成29年3月23日（木）に家福みー家（イ－フ事業
所）にて久米島町で初めて認知症カフェが開催されまし
た。認知症の方を介護されている方や介護していた方、
また認知症について関心のある方を対象にしていて、今
回は9名の参加がありました。
　認知症カフェでは、コーヒーやお茶を飲みながら、ゆ
んたくを中心に自己紹介や合唱、寸劇など楽しみながら
過ごします。また、別の部屋に個別相談できるスペース
も設け、参加者らは「気軽に話ができて良かった」「情報
交換ができて良かった」「これからも参加したい」などの
声がありました。
　今後も月１回第3木曜日、午後2時～4時より開催し
ます。予約は必要ありませんので、お気軽にご参加くだ
さい。

「発達が気になる子への
支援について」
講演会開催！

平成29年5月20日（土）　
18:00開場　18:30～20:30
イーフ情報プラザ
久米島町役場　福祉課
福祉課　☎985-7124

日　　時：

場　　所：
主　　催：
お問合せ：

母子・児童班保健師　新垣

　小枝先生は現在、国立成育医療研究センター・こころの診療部
長として診療・研究されており、これまでに5歳児健診を提唱され
たり、学習障がいの指導法を確立されたりと日本の発達障がい診
療をリードされています。

　日本の発達障がい児診療の第
一人者である小枝達也先生が久
米島へ来島します。
　今回は「発達が気になる子ども
たちへの支援について」を主な
テーマに講演します。学校や家庭
での日々のかかわり方、支援につ
いてのヒントを多く得ることがで
きる機会ですので、多くの町民の
ご参加をお待ちしています。

小枝 達也 先生

認知症カフェ開催


